
曜日 火

時限 2

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校

2 登校

3 登校 小テスト１０点

4 登校

5 登校

6 登校

7 登校 中間テスト３０点

8 登校

9 登校

10 登校 小テスト１０点

11 登校

12 登校

13 登校

14 登校 定期試験５０点

15 登校

科目名

学科・専攻

2022年度　科目別　授業計画（シラバス）
キャリア開発II

アロマテラピー/パーソナルカラー
必修
選択

必修 年次 2 開講区分 １セメスター(前期)

単位
時間

2
30

ブライダルコーディネーター科
授業
形態

演習

アロマテラピーの歴史　精油のプロフィール②

教員 財津園美/佐藤多佳代
【教員実務

経験】

銀行、文化施設勤務後香り全般を学び香りのスクール開校。アロマテラピー、香水、和の香りなど香りの文化を伝える。インス
トラクター育成、資格試験対応講座に携わる。
日本カラーコーディネーター協会認定講師及び北部九州エリアリーダー・日本色彩研究所認定講師

【到達目標】

●アロマテラピーに関する正しい知識を持つ。
　アロマテラピーを実践、または活用ができるスキルを養う
◆ブライダルの仕事に役立つ色彩の基礎知識をパーソナルカラーを通して身につける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　◆パーソナルカラー（似合う色）を知り、色で自分の外見的長所を伸ばすことで自分に自信を持ち自己表現の幅を広げる。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　◆カラーコーディネートの基本とカラーによるイメージ演出の方法を身につける。

　【授業の学習内容】

●アロマテラピーの基礎を学ぶ
精油２0種類の香りを体験し、実習を通してアロマテラピーを活用する方法を身につける。
◆ブライダルの仕事で役立つよう、色の基礎知識、カラーコーディネートの方法、カラーによるイメージ演出を学ぶ。またパーソナルカラーの基本を学び、自
分の色素を知ることで、自身の本来の魅力に気付き、印象をUPさせる。

授業計画・内容

オリエンテーションアロマテラピーの基本　　実習（ルームスプレー）

精油について　精油のプロフィール①

４シーズンのカラーパレットとイメージ演出

似合う色を客観的に探すための基礎知識、色素の見方

　【使用教科書・教材・参考書】

●アロマテラピー検定テキスト、エッセンシャルオイル検定２級対応、エッセンシャルオイル検定1級対応Aセット
◆色彩活用パーソナルカラー検定公式テキスト３級　・日本色彩研究所新配色カード199a

準備学習
時間外学習

授業のノート整理、項目の復習、
回数に限りがあるため、テキストは各自読み込んでおくこと。また、検定試験を希望する場合は自身で学習するこ
と。

評価方法

●習熟度   : 100点(到達目標に対する成長具合や習熟度) 
◇出   席 : TS・実践・TB・HM・BR・国Bは70%以上、美容師は出席率80%以上(下回る場合は単位認定は無し、E評価となる)
◇合   否 : 60点以上で合格(A:100〜90 B:89~80 C:79〜70 D:69〜60) 否(E:評価資格喪失、F:59〜0) 、
　　　           実習や習熟度が測れないものについてはS・U評価
●習熟度、日常点　：20点
●小テスト　
●実技コラージュ課題　
◇出　　　席　：　別途規定（出席率2/3を下回る場合は単位認定はなし）に基づきます。
◇合　　　否　：　６０点以上で合格

受講生への
メッセージ

●アロマテラピーの学びを通して香りの体験を重ねて香りを表現するボキャブラリーを養いましょう。
◆色彩活用パーソナルカラー検定公式テキスト３級　・日本色彩研究所新配色カード199a

カラーコーディネート②　まとめ

ドレーピングの方法と実習

カラーコーディネート①

中間テスト　精油のプロフィール③ 

アロマテラピーの安全性と実践　精油のプロフィール④  実習（バスソルト）

アロマテラピーのメカニズム　アロマテラピーに関する法律　精油のプロフィール⑤

定期試験 フィードバック・成績評価

パーソナルカラーの色分類

オリエンテーション、色彩学の基本　

トーンについて　色の三属性について


